
 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
成
果
主
義 

成
果
を
挙
げ
な
い 

人
が
説
き
）
（
正
論
を 

吐
か
ぬ
聴
か
ぬ
が 

出
世
道
）
（
白
髪
出
た 

腹
出
た
シ
ワ
出
た 

糖
も
出
た
）
（
定
年
後 

帰
宅
時
間
を 

妻
に
聞
く
） 
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ン
三
台
や
ラ
ベ
ル
ラ
イ

タ
ー
な
ど
三
十
五
万
円
が

矢
島
実
行
委
員
長
か
ら
齋

藤
会
長
に
目
録
が
手
渡
さ

れ
た
。 

 

メ
ー
デ
ー
当
日
は
午
前

九
時
か
ら
恒
例
の
ほ
の
ぼ

の
献
血
が
実
施
さ
れ
た
。 

 

本
年
度
も
正
午
過
ぎ
ま

で
会
場
の
厚
生
会
館
正
面

入
口
付
近
に
献
血
車
を
配

置
し
て
行
わ
れ
、
受
付
五

三
名
中
、
四
六
名
が
献
血

対
象
と
な
り
二
〇
〇
㏄
一

名
と
四
〇
〇
㏄
四
五
名
が

献
血
を
行
っ
た
。 

 

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

中
は
、
需
給
バ
ラ
ン
ス
が

崩
れ
、
輸
血
用
血
液
が
不

足
す
る
こ
と
か
ら
貴
重
な

取
り
組
み
と
し
て
実
施
で

き
た
。 

 

デ
モ
行
進
で
市
民
ア

ピ
ー
ル
し
た
プ
ラ
カ
ー
ド 

を
す
る
。
電
動
車
椅
子
を

あ
ご
を
使
っ
て
操
作
す

る
。 
 

障
害
者
の
生
活
こ
と
を

あ
ち
こ
ち
で
話
す
。
障
害

者
が
言
わ
な
く
て
誰
が
障

害
者
の
こ
と
を
真
剣
に
話

す
の
か
、
と
力
説
さ
れ

た
。
障
害
者
は
「
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
、
す
み

ま
せ
ん
、
お
願
い
し
ま

す
、
し
か
言
え
ず
、
言
い

訳
は
許
さ
れ
な
い
立
場
だ

と
思
う
。
」
と
い
う
言
葉

が
耳
に
残
っ
た
。
日
本
の

障
害
者
福
祉
の
貧
困
さ
を

つ
く
づ
く
感
じ
た
。 

 

講
演
に
付
き
添
っ
て
い

た
奥
さ
ん
は
、
嘉
勝
氏
の

高
齢
の
両
親
の
介
護
に
努

め
ら
れ
て
い
る
。
い
っ
ぱ

い
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。 

 

恒
例
の
地
域
貢
献
活
動

と
し
て
長
岡
市
社
会
福
祉

協
議
会
を
通
し
て
、
長
岡

音
声
訳
の
会
、
長
岡
点
訳

の
会
に
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ

 

本
年
度
の
メ
ー
デ
ー
記

念
講
演
は
、
Ｊ
Ｐ
労
組
Ｏ

Ｂ
で
長
岡
局
勤
務
も
さ
れ

た
磯
辺
嘉
勝
氏
か
ら
「
障

が
い
者
、
人
と
し
て
生
き

る
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講

演
を
受
け
た
。 

 

普
通
の
生
活
者
か
ら
自

分
の
不
注
意
氏
は
言
え
、

一
瞬
に
し
て
階
段
か
ら
の

転
落
で
上
下
半
身
不
随
と

い
う
重
障
害
者
と
な
っ
た

自
身
の
経
験
と
、
精
神
面

で
の
前
向
き
思
考
の
転
換

が
図
ら
れ
た
て
ん
ま
つ
記

が
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て

話
さ
れ
た
。 

 

手
足
は
全
く
使
え
ず
、

食
事
も
排
泄
も
寝
返
り
も

全
て
介
護
支
援
を
受
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
中
で
も

頭
脳
と
耳
・
鼻
・
口
が
使

え
る
。
ど
ん
底
の
心
境
か

ら
脱
皮
し
て
、
一
生
懸
命

話
し
、
口
で
筆
を
く
わ
え

て
書
を
書
き
、
割
り
箸
を

く
わ
え
て
パ
ソ
コ
ン
入
力 

 

の
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
四
八

点
が
応
募
さ
れ
、
審
査
員

に
よ
っ
て
厳
格
に
審
査
さ

れ
た
。
大
原
鉄
工
労
組
、

情
報
労
連
、
県
職
労
農
林

振
興
分
会
、
同
農
総
研
作

研
分
会
、
同
精
神
医
療
セ

ン
タ
ー
分
会
、
越
後
交
通

労
組
、
ヤ
マ
ト
運
輸
労
組 

全
農
林
中
越
分
会
、
市
職

労
保
育
分
会
、
同
与
板
支

部
の
十
点
が
入
選
し
て
会

場
内
で
発
表
さ
れ
た
。 

 

メ
ー
デ
ー
の
テ
ー
マ
で

あ
る
「
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
格

差
社
会
」
を
題
材
に
し
た

内
容
が
多
く
見
ら
れ
た
。 

長
と
森
民
夫
長
岡
市
長
か

ら
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

佐
藤
副
会
長
か
ら
は
五
月

に
新
潟
市
が
会
場
と
な
る

Ｇ
８
労
働
大
臣
会
合
で
の

労
働
側
の
対
応
に
つ
い
て

森
市
長
か
ら
は
行
政
の
立

場
か
ら
の
格
差
是
正
政
策

の
展

開
に

つ
い

て
理

解
あ

る
考

え
方

等
が

提
起

さ
れ

た
。

県
地

域
振
興
局
、
国
・
地
方
議

員
、
各
党
、
労
金
・
生
協

な
ど
の
ご
来
賓
に
つ
い
て

は
時
間
の
関
係
で
ご
紹
介

が
な
さ
れ
た
。
国
会
議
員

と
し
て
は
森
ゆ
う
子
参
議

院
議
員
と
近
藤
正
道
参
議

院
議
員
が
出
席
さ
れ
、
他

の
議
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
代

理
出
席
が
な
さ
れ
た
。 
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第
七
九
回
長
岡
地
区
メ 

ー
デ
ー
は
五
月
一
日(

木)

午
前
八
時
四
五
分
に
明
治

公
園
、
宝
田
公
園
、
津
上

前
、
平
潟
公
園
か
ら
四
コ 

ー
ス
で
デ
モ
行
進
開
始
。 

 

十
時
か
ら
メ
イ
ン
会
場

の
厚
生
会
館
大
ホ
ー
ル
に

て
式
典
、
記
念
講
演
、
プ

ラ
カ 

ー
ド

コ
ン

ク
ー

ル
、

ほ
の

ぼ
の

献
血
、
地
域
貢
献
事
業
発

表
、
大
抽
選
会
な
ど
が
繰

り
広
げ
ら
れ
た
。 

 

式
典
で
は
矢
島
実
行
委

員
長
か
ら
「
格
差
是
正
」

を
軸
と
し
た
主
催
し
た
主

催
者
挨
拶
が
、
ご
来
賓
と

し
て
連
合
新
潟
佐
藤
副
会 

記
念
講
演 

第３３回連合中越･勤労者 

ゆとり釣魚大会実行委員会のご案内 
日時 ５月２７日(火)18：00～ 
会場 長岡市勤労会館フリールーム 
議題 第33回釣魚大会の運営･任務 
   分担等について 

   その他 

地
域
貢
献 

ほ
の
ぼ
の
献
血 

プ
ラ
カ
ー
ド
コ
ン
ク
ー
ル 

メーデー参加のご来賓の方々 

自分の生き様を話される 
磯辺さんと同行の奥様 

プラカードコンクール 

社協の齋藤会長へ目録贈呈 

献血車でほのぼの献血 

森市長 佐藤副会長 

矢島議長 



 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳 

（
私
よ
り 

我
が
社
に
詳
し
い 

転
職
誌
）
（
過
労
死
は 

ニ
ュ
ー
ス
だ
け
だ
と 

妻
は
言
い)

（
新
人
を 

や
っ
と
育
て
て 

追
い
越
さ
れ
）
（
ボ
デ
ィ
コ
ン
を 

無
理
し
て
着
た
ら 

ボ
ン
レ
ス
ハ
ム
） 
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各支部主催：地区メーデーの様子とコメント 

十日町地区メーデー ４月２６日（土）開催 

 ４月２６日（土）、第７９回十日町地区メーデーが行わ

れました。デモ行進出発前にぱらついた雨も上がり、約４

００人の参加者は市内中心部を、プラカードや組合旗等を

持ちシュプレヒコールの声も高らかに行進しました。 

栃尾地区メーデー ５月１日（木）開催 見附地区メーデー ４月２９日（火）開催 

小千谷地区メーデー ４月２７日（日）開催 北魚沼地区メーデー ５月１日（木）開催 

南魚沼地区メーデー ５月１日（木）開催 

 5月１日（木）、第７９回北魚沼地区メーデーを開催。式典、引

き続き旧小出町市街地を参加者３５４名がプラカード・組合旗等を

持ちシュプヒコールの声も高らかにデモ行進で市民アピール。その

後、抽選会、チャリティーバザー、そして仮想・プラカードのコン

クールが実施されました。 

ストップ･ザ格差社会キャンペーン 
非正規雇用労働者を中心とした組織拡大キャンペーン 

街頭行動実施スケジュール 
５月１６日(金) 午前行動  十日町地区 

       午後行動  南魚沼地区 

  １７日(土) 午前行動  北魚沼地区 

       午後行動  小千谷地区 

  １８日(日) 午前行動  長岡･旧三島地区 

       午後行動  長岡･川西地区 

  １９日(月) 午前行動  長岡･川東地区 

       午後行動  長岡･旧栃尾地区、見附地区 

連合中越幹事会と森民夫長岡市長の対話集会 
  

 日時 ５月２６日(月)１８：００～ 

 会場 会館 青善 

 内容 森市長より､平成20年度予算の特長について 

    提起していただきます。 

    その後、フリーの質疑･意見交換を図ります。 

※当日は対話集会後、第6回連合中越幹事会です。 

※終了後、ＳＪネット代表、正副集団長、救護班代表 

 と合同でメーデー反省会を実施します。 

 近年、大型連休にあわせ４月末にメー

デーを開催する地区もありますが、私た

ち南魚沼地区は、メーデーの歴史的経過

を尊重するため５月１日に開催していま

す。 

支部自体はコンパクトですが、その分

デモ行進では、みんなで元気よくシュプ

レヒコールを行いました。行進中３箇所

で幼稚園児から熱烈に歓迎され風船をプ

レゼントするなど毎年の恒例行事となっ

ております。 

今年は、天候に恵まれ最高のメーデー

でした。 

 ４／２７、天候が心配される中、天候の崩れもなく盛大に第７９
回小千谷地区ﾒｰﾃﾞｰが開催されました。参加人員は約４００名で、
長谷川県議、川上市議、佐藤市議からご祝辞をいただきました。プ
ラカードコンクールでは、参加労組６チームと少なめであり、残念
な結果でした。また、また恒例のお楽しみ抽選会では、商品とし
て、ひかり工房、さつき工房の皆さんの手作りの商品もあり、大い
に盛り上がりました。 

 本年度の栃尾地区メーデーは、5月1日が平日であることから、参加しやすいよう
夕方6時30分より文化センターでの開催となりました。例年１００人前後の参加で
したが、夕方開催の効果でしょうか１５０名の参加者がありました。 
 主催者を代表して坂井支部長より挨拶。その後、来賓として、衆議院議員菊田真
紀子様、長岡市栃尾支所長、労金長岡支店長、総合生協中越支局より挨拶をいただ
きました。 
 式典ではメーデー宣言が読み上げられました。パートや派遣社員の増加で低賃金
で働く人々が多くなり、また、重税感が高まり生活は苦しくなるばかりです。働く
ものの団結で「平和・人権・労働・環境・共生」に取り組み、自由で平和な世界を
実現するため連帯していくことを確認しました。 
 休憩を挟んで抽選会を開催し、特等は鈴倉労組からの参加者に当たりました。 

 ４月２９日第７９回見附地区メーデーが開催されました。今

年も昨年と同じく休日の開催とし１３３人の出席がありまし

た。来賓に久住市長、佐々木、井上市議を向かえ１部では格差

社会に対し考えを新たにし、２部では抽選会を全員で楽しみま

した。抽選会の最後に中央メーデーの当選発表のオマケつきの

サプライズの中支部長の団結がんばろうで幕を閉じました。 




